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『義人の祈りは働くと、大きな力があります。エリヤは、私たちと同じような人で

したが、雨が降らないように熱心に祈ると、三年六か月の間、地に雨が降りません

でした。そして、再び祈ると、天は雨を降らせ、地はその実を実らせました。』（ヤ

コブ 5 章 16 節－18 節） 
 
エリヤは、私たちと同じような人でしたが、雨を降らせることのできる者でした。この箇

所を通して、聖霊が私たちに伝えようとしていることは、もし彼ができるのなら、私たち

もできるということです。私たちも雨を降らせることができます。しかし、それはどのよ

うな意味なのでしょうか？ 
 
雨は聖霊が注がれることの象徴 
 
聖書の象徴の中で、様々な種類の液体は聖霊の異なった側面を表しています。 
 
新しいぶどう酒は、聖霊を賛美の面において象徴している液体です。もうひとつの液体は

、油であり、それは聖霊が注がれることについて語っています。一方、湧き水は聖書の中

でいつでも、聖霊が降り注がれることを表しています。雨は降り注ぎ、地下水となり、湧

き水となるのです。 
 
イエスは次のような形で説明されました。『わたしを信じる者は、聖書が言っているとお

りに、その人の心の奥底から、生ける水の川が流れ出るようになる。」これは、イエスを

信じる者が後になってから受ける御霊のことを言われたのである。イエスはまだ栄光を受

けておられなかったので、御霊はまだ注がれていなかったからである。』（ヨハネ 7 章 38
節－39 節）イエスは、生ける水とは聖霊が流れ出ることだとはっきりと語りました。『わ

たしは潤いのない地に水を注ぎ、かわいた地に豊かな流れを注ぎ、わたしの霊をあなたの

すえに、わたしの祝福をあなたの子孫に注ごう。』（イザヤ 44 章 3 節） 
 
再び、神はかわいた地に水（雨）を注がれると言われています。そして、それは神が御霊

を注がれるという意味だと言っているのです。雨とはその象徴です。 



 
一つの町には雨を、他の町には雨を降らせない 
 

『わたしはまた、刈り入れまでなお三か月あるのに、あなたがたには雨をとどめ、

一つの町には雨を降らせ、他の町には雨を降らせなかった。一つの畑には雨が降り

、雨の降らなかった他の畑はかわききった。』（アモス 4 章 7 節） 
 
例えばなぜラインハルト・ボンケ（Reinhard Bonnke）がアフリカで説教するとひとつの集

会で、何万人もの人が救われるのに、彼がドイツやイギリス、オーストラリアに行っても

、大したことは起こらないのでしょうか。その答えはこのアモス 4 章 7 節にあります。神

は一つの町には雨を降らせ、他の町には降らせないのです。そして、雨が降らなかった町

に収穫は来ません。 
 
御霊の注ぎに関して、神は恵みをみこころのままに与えます。ブラジル、韓国、インドネ

シア、フィリピン、アフリカの多くの地に雨は降り注いでいます。しかし、500 年間聖書

を持っていた西洋のプロテスタントの国々は、今はかわききっています。神はその恵みを

裕福な国から、貧しい国へと移されました。 
 
白人によるプロテスタント系キリスト教は、数において、道徳面において、財政面におい

て、神学的にも、霊的にも世界中で減退しています。 
 
カトリック教国や黒色人種の国、オリーブ色の肌をした民族の国々、黄色人種の国で教会

は増えつつあります。イギリス国教会は大幅に減退しています。それに対して、アフリカ

の聖公会（英国国教会）の多くの主教たちは大胆な福音伝道者です（デズモンド・ツツ

（Desmond Tutu）主教は聖公会の中での目立った例外的存在です）。アフリカの聖公会は

ナイジェリアにおいて、イスラム教徒からひどく迫害を受けています。アジア全域にわた

って、聖公会はとても生き生きとしています。しかし、本国イギリスの聖公会は生命力の

無い教会です。昔オーストラリアのサンシャイン・リバイバル（Sunshine Revival）、カリ

フォルニアのアズサ・ストリートのリバイバル（Azusa Street Revival）、スミス・ウィグ

ルスワース（Smith Wigglesworth）に導かれたイギリスでのサンダーランド・リバイバル

（Sunderland Revivals）、それらの場所で注がれた火は、今エクアドルやチリ、フィリピ

ン、インドネシア、ケニアのような場所で注がれているのです。神は一つの町には雨を降

らせ、雨の降らない他の町はかわききるのです。今日、教会成長のための秘訣のようなも

のを教えている人々がいます。しかしそのようなものは無意味であり、何も変えることは

出来ません。神の主権による恵みという要素が欠けているのです。御霊が注がれなければ

なりません。 



 
神のことばは無駄に帰ってくることがありません。ここにひとりあそこにひとりというよ

うにある人々は救われますが、大量の収穫を得るのに雨が無ければ、穀物は実らないので

す！しかし、エリヤは雨を降らせることのできる者でした。そして、私たちと同じような

人であったのです。言い換えると、彼ができるのなら、私たちもできるということです。 
 
父たちのため、また彼の御名のため 
 
私は確信を持って言えるのですが、イエスが戻られる前に、神は西洋のプロテスタント民

主主義にもう一度悔い改める機会を与えたいと願っておられます。それは私たちのためで

はなく、彼の御名のためです。私たちがそれを受けるに値するからではありません。私た

ちの教会は大きな規模で堕落しているのでふさわしくないのですが、それは私たちの父た

ちのためなのです。 
 
ローマ 11 章で言われているように、神はイエスが再臨するこの世の終わりにおいて、ユダ

ヤ人にもう一つのチャンスを与えようとされています。なぜなのでしょうか？それは、神

がイスラエルを見るとき、ただイスラエルの罪、自分たちのメシアを拒否し続けているこ

とだけではなく、神の目からは、エレミヤがまだ牢獄に閉じ込められ、イザヤがマナセ王

によってのこぎりで半分に切られ、ゼカリヤが神殿で殺され、バプテスマのヨハネの首が

はねられたときのように見えているからです。そして、神は言われます。「彼らの父たち

のために、わたしはこの国にもうひとつのチャンスを与えよう」。 
 
イギリスに対してもそうです。神がイギリスを見られるとき、ただ今日の状態だけを見て

はおられません。この名ばかりのキリスト教国では、カンタベリー大聖堂でヒンドゥー教

の神々が礼拝され、一方、主教たちは復活と処女懐胎を否定しているのです。 
 
神が現代のイギリスを見られるとき、過去、現在、未来のすべてを見られます。その目は

、ジョン・バニヤンがベッドフォードの牢獄の壁に 12 年間つながれ「天路歴程」を書いて

いるのを見、国教会によって扇動された暴徒に石を投げられていたジョン・ウェスレーを

見、また、私たちが英語で聖書を読めるようにと努力したティンデールがローマ教会によ

って生きたまま焼かれるのを見ています。その他にも、神はチャールズ・ハッドン・スポ

ルジョンを見ています。またリドリー（Ridley）やラティマー（Latimer）、フーパー（Hooper）

などのイギリスの殉教者たちを見ています。そのため、神は言われるのです。「彼らの父

たちのため、そして私の御名のため。私はこの国にもう一度チャンスを与えよう」 
 
これはアメリカに関しても同様に真実です。神の目は未だにジョナサン・エドワーズや D



・L・ムーディー、ハリー・アイロンサイド（Harry Ironside）を見ています。神は忠実なク

リスチャンを見ておられます。神は今日あるような、繁栄だけを約束する説教者、拝金主

義者たちや異端者たちだけを見てはおられないのです。 
 
神はこれらの西洋プロテスタントの国々にもう一度、悔い改める機会を与えたいのです。

しかし、彼らがその機会を得るためには、雨が降らなくてはなりません。 
 
まず初めに、私たちが干ばつの中にいるという事実を認めなくてはなりません。そして、

この干ばつが終わるまで、この世のすべての試みは教会に悔い改めとリバイバルをもたら

すことはありません。雨が必要なのです。雨が無ければ穀物は実りません。雨が無ければ

収穫は来ません。エリヤは私たちのような人でしたが、雨を降らせることのできる者でし

た。そして、今日、神は私たちのような雨を降らせることのできる男女を探しておられま

す。 
 

『ギルアデのティシュベの出のティシュベ人エリヤはアハブに言った。「私の仕え

ているイスラエルの神、主は生きておられる。私のことばによらなければ、ここ二

、三年の間は露も雨も降らないであろう。」それから、彼に次のような主のことば

があった。「ここを去って東へ向かい、ヨルダン川の東にあるケリテ川のほとりに

身を隠せ。そして、その川の水を飲まなければならない。わたしは烏に、そこであ

なたを養うように命じた。」 
 

それで、彼は行って、主のことばのとおりにした。すなわち、彼はヨルダン川の東

にあるケリテ川のほとりに行って住んだ。幾羽かの烏が、朝になると彼のところに

パンと肉とを運んで来、また、夕方になるとパンと肉とを運んで来た。彼はその川

から水を飲んだ。しかし、しばらくすると、その川がかれた。その地方に雨が降ら

なかったからである。すると、彼に次のような主のことばがあった。「さあ、シド

ンのツァレファテに行き、そこに住め。見よ。わたしは、そこのひとりのやもめに

命じて、あなたを養うようにしている。」彼はツァレファテへ出て行った。その町

の門に着くと、ちょうどそこに、たきぎを拾い集めているひとりのやもめがいた。

そこで、彼は彼女に声をかけて言った。「水差しにほんの少しの水を持って来て、

私に飲ませてください。」 
 

彼女が取りに行こうとすると、彼は彼女を呼んで言った。「一口のパンも持って来

てください。」彼女は答えた。「あなたの神、主は生きておられます。私は焼いた

パンを持っておりません。ただ、かめの中に一握りの粉と、つぼにほんの少しの油

があるだけです。ご覧のとおり、二、三本のたきぎを集め、帰って行って、私と私



の息子のためにそれを調理し、それを食べて、死のうとしているのです。」 
 

エリヤは彼女に言った。「恐れてはいけません。行って、あなたが言ったようにし

なさい。しかし、まず、私のためにそれで小さなパン菓子を作り、私のところに持

って来なさい。それから後に、あなたとあなたの子どものために作りなさい。イス

ラエルの神、主が、こう仰せられるからです。『主が地の上に雨を降らせる日まで

は、そのかめの粉は尽きず、そのつぼの油はなくならない。』」 
 

彼女は行って、エリヤのことばのとおりにした。彼女と彼、および彼女の家族も、

長い間それを食べた。エリヤを通して言われた主のことばのとおり、かめの粉は尽

きず、つぼの油はなくならなかった。これらのことがあって後、この家の主婦の息

子が病気になった。その子の病気は非常に重くなり、ついに息を引き取った。彼女

はエリヤに言った。「神の人よ。あなたはいったい私にどうしようとなさるのです

か。あなたは私の罪を思い知らせ、私の息子を死なせるために来られたのですか。

」 
 

彼は彼女に、「あなたの息子を私によこしなさい」と言って、その子を彼女のふと

ころから受け取り、彼が泊まっていた屋上の部屋にかかえて上がり、その子を自分

の寝台の上に横たえた。彼は主に祈って言った。「私の神、主よ。私を世話してく

れたこのやもめにさえもわざわいを下して、彼女の息子を死なせるのですか。」そ

して、彼は三度、その子の上に身を伏せて、主に祈って言った。「私の神、主よ。

どうか、この子のいのちをこの子のうちに返してください。」主はエリヤの願いを

聞かれたので、子どものいのちはその子のうちに返り、その子は生き返った。そこ

で、エリヤはその子を抱いて、屋上の部屋から家の中に降りて来て、その子の母親

に渡した。そして、エリヤは言った。「ご覧、あなたの息子は生きている。」その

女はエリヤに言った。「今、私はあなたが神の人であり、あなたの口にある主のこ

とばが真実であることを知りました。」 
 

それから、かなりたって、三年目に、次のような主のことばがエリヤにあった。「

アハブに会いに行け。わたしはこの地に雨を降らせよう。」そこで、エリヤはアハ

ブに会いに出かけた。そのころ、サマリヤではききんがひどかった。』（１列王記 17
章 1 節－18 章 2 節） 
『アハブがエリヤを見るや、アハブは彼に言った。「これはおまえか。イスラエル

を煩わすもの。」』（１列王記 18 章 17 節） 
 

『そこでエリヤは彼らに命じた。「バアルの預言者たちを捕らえよ。ひとりものが



すな。」彼らがバアルの預言者たちを捕らえると、エリヤは彼らをキション川に連

れて下り、そこで彼らを殺した。それから、エリヤはアハブに言った。「上って行

って飲み食いしなさい。激しい大雨の音がするから。」そこで、アハブは飲み食い

するために上って行った。エリヤはカルメル山の頂上に登り、地にひざまずいて自

分の顔をひざの間にうずめた。それから、彼は若い者に言った。「さあ、上って行

って、海のほうを見てくれ。」若い者 は上って、見て来て、「何もありません」

と言った。すると、エリヤが言った。「七たびくり返しなさい。」七度目に彼は、

「あれ。人の手のひらほどの小さな雲が海から上っています」と言った。それでエ

リヤは言った。「上って行って、アハブに言いなさい。『大雨に閉じ込められない

うちに、車を整えて下って行きなさい。』」しばらくすると、空は濃い雲と風で暗く

なり、やがて激しい大雨となった。アハブは車に乗ってイズレエルへ行った。主の

手がエリヤの上に下ったので、彼は腰をからげてイズレエルの入口までアハブの前

を走って行った。』（1 列王記 18 章 40 節－46 節） 
 
雨はとても激しく降り注ぎました。 
 
重要な背景情報 
 
三年半の間雨が降らなかったということは、ダニエル書と黙示録に言及されている三年半

の期間の象徴です。世の終わりに御霊は注がれなくなります。これは終末に起こることの

予型であり、預言者マラキが予告したように、エリヤの霊が何らかのかたちで戻ってくる

ときに起こることです（マラキ 4 章 5 節）。 
 
同様に、エリヤが異邦人の女とその息子を助けたことは、神が何らかの方法を用いて、エ

リヤの霊を使って、異邦人の教会を世の終わりに守られることを示しています。 
 
エリヤとエリシャ、それにバプテスマのヨハネはみな同じ霊を持っていました。主はモー

セに向かって、『あなたの上にある霊のいくらかを取って彼らの上に置こう。』（民数記 11
章 17 節）と言われました。 
        
同じ地理的な場所で起こった複数の出来事は、多くの場合、霊的または神学的につながり

があることを意味しています。エリヤの奉仕はエリコの平原で終わりました。そこで、エ

リシャは彼の（権威を意味するものである）上着を取り、またバプテスマのヨハネの奉仕

はその同じ場所で行われました。邪悪な女であるイゼベルは、黙示録に出てくるイゼベル

のように、偽りの宗教の霊の象徴です。彼女は王や政治的な権威を自分が操ることのでき

るようにしました。彼女は、アハブに代わって、彼の欲しがっていたナボテのぶどう畑を



奪いました（１列王記 21 章）。聖書の中で、ぶどう畑はイスラエル、ひいては教会につい

て語っています。邪悪な女は王のためにぶどう畑を取り上げようとしました。このことに

よって、エリヤは彼女との争いに巻き込まれ、彼女はエリヤを滅ぼすために王を説得しま

した。これはヘロデヤの話（マタイ 14 章 3 節－12 節）と全く同じことであり、邪悪な女

が“エリヤ”（バプテスマのヨハネ）に対して王を敵対させたのです。 
 
聖書の中での全ての邪悪な女は何らかのかたちで、黙示録に出てくる邪悪な女の特徴を示

しています。エリヤとの争いは終わりの時代において繰り返されようとしているのです。 
 
なぜ雨が止まったのか？ 
 
神がどのようにしてエリヤを用い、雨を降らせる者へと変えたかを学ぶにあたって、最初

に考えるべきことは、なぜ雨が止まったのかということです。雨は神の民の罪のために止

まりました。西洋プロテスタント諸国（他の日本のような国々）に聖霊が降り注がれない

のは、罪のため、エリヤの時代のイスラエルと同じような罪があるためです。 
 
妊娠中絶は、旧約のイスラエルとユダにおいて、子どもたちが悪霊に捧げられていたのと

同じことです。他の神々に対しての礼拝――バアルの祭司たちは外国人ではなく、ユダヤ

人でした。今日でも同じことです。西洋プロテスタント世界のいたる所で、イスラム、ニ

ューエイジ、ヒンドゥー教など、他の神々を拝むということが劇的に増加しています。ニ

ューエイジは多くの福音派やペンテコステ派の教会に浸透しています。人々はキリスト教

と異教を混ぜ合わせ――ローマ・カトリックはそこから生まれたのですが――今日もその

ようなことが多くのペンテコステ派の教会で起こっています。 
 
物質主義――教会はなまぬるく、物質主義的であり、おかしな教理で満たされています。

人の考える“信仰”は聖書的でなくなり、クリスチャンであるように見せかけ、お金を拝

んでいます。貪欲がキリスト教に変装しているのです。 
 
これらのことのために雨は止まりました。何よりもまず、西洋文明の減退の責任はこの世

にあるのではなく、私たちにあります。雨を止めたのは神の民の罪なのです。私たちの社

会に蔓延する――薬物、中絶、離婚、暴力、犯罪などのすべては、教会の失敗を証言して

います。 
       
神の民は妥協してしまい、その結果、最終的にイスラエルの中はバアルの祭司であふれた

のです。これがエリヤの時代に起こったことであり、今日起こっていることです。私たち

の国々には雨は降っていません。それは神の民の罪のためです。 



 
ケリテ 
 
神がエリヤに最初に言われたことは、ヨルダン川の東にあるケリテ川に行き、そこでカラ

スにパンを与えられるということでした（１列王 17 章 3 節）。 
 
ケリテはヨルダンの向こう側にあります。神がエリヤにこの地を去ってケリテに行けと言

われたとき、エリヤに彼の国民性や文化的アイデンティティー、故郷の快適さを捨てろと

言われたのです。それに加えて、カラスがパンを運んで来ました。カラスは「コシェル

（kosher）＝律法にかなったもの」ではなく、“汚れている”鳥でした。神はエリヤが思

いつきもしないような方法で、彼を養おうとされたのです。 
 
今日の西洋では干ばつがとても厳しいので、雨を降らせる人々はケリテに行くことをよし

としければならないのです 
 
それはときには、妥協してしまった伝統的な教派を教会が離れることを意味しているかも

しれません。ときには、妥協し、誤りに陥り、悔い改めることを拒んでいる教会を、クリ

スチャンが離れるということを意味するでしょう。そして確かにそれが意味していること

は、私たちが考えもしないような方法・場所で必要を満たしてくださる神に信頼するとい

うことです。たとえそれが、カラスのような、私たちが全く聖いと思わないものを通して

であってもです。エリヤは神を第一優先にし、自分の土地を第二にすることを心に決めな

ければなりませんでした（これは日本において特に真実です。日本人の人と争わないとい

う伝統のために、ほとんどのクリスチャンは福音を伝えるとき大胆に社会の罪を明らかに

しません。また教会の中の罪も公に非難しません。日本社会での主な罪である性的不品行、

教会の中での学歴についての誇り、それらが罪であると詳しく指摘されるのを最近いつ聞

いたでしょうか。日本のクリスチャンが雨を降らせたいのなら、このような罪に対して公

に立ち上がって反対する必要があります）。今日ある大抵の問題は、人々が彼らの土地―

―文化やアイデンティティー、教派、それに教派に対しての忠誠心――を神のことばへの

服従の前に置いてしまうことにあります。 
 
しかし、雨を降らせるような人々は、ケリテに行き神を信頼することを恐れてはならない

のです 
 
ツァレファテ 
 
夜明けの直前が一番暗いものです。物事は良くなる前にもっと悪くなります。ケリテ川は



次第にかわいていくのです。 
 
9 節を見ると、エリヤはツァレファテと呼ばれる場所に、行かなければならなかったとあ

ります。ツァレファテという言葉は、「焼く」または「火できよめる」という意味のヘブ

ライ語の語幹から来ています。私たちのような者を用いて、雨を降らせる者へと変えるに

は、神はその者たちを火できよめなければならないのです。 
 
これからはとても困難な期間になるでしょう。ただ試練や試み、干ばつ、迫害だけではな

く、それらが合わさったものとなるのです。そして、それはツェレファテのやもめのよう

に、自分が助けようとしていた者が裏切られたと考えてしまう段階まで達するでしょう。 
 
しかし、いくら状況が悪くなり、暗いものとなり、干ばつが激しくなっても、私はふたつ

のことを約束することが出来ます。きよめられたいと願う者のかめの粉は尽きず、つぼの

油はなくなることはありません。物事は打開されるまでは悪くなるものです。しかし、か

めの粉は尽きず、つぼの油はなくならないのです。あなたは、何があっても、神のことば

と聖霊の油注ぎに欠けることはありません。他の者たちが飢饉で死んでいく中、あなたの

穀物と油は尽きないのです。 
 
古い皮袋は破れる 
 

『彼女はエリヤに言った。「神の人よ。あなたはいったい私にどうしようとなさる

のですか。あなたは私の罪を思い知らせ、私の息子を死なせるために来られたので

すか。」』（１列王記 17 章 18 節） 
 
彼女の息子は死に、そのためにエリヤを非難しました。あなたが助けようとしたまさにそ

の人が困難に会い、あなたを非難するようになります。状況はとても長い間悪いものとな

って、私たちが愛しているものは復活する前に、死ななければならなくなるのです。 
 
西洋世界の大半の教会は、復活する前に死ななければなりません。新しいぶどう酒は古い

皮袋には合いません。これがカリスマ派運動にある問題のひとつです。彼らは古い皮袋に

新しいぶどう酒を蓄えようとしているのです。ある教会を改善するためには古い皮袋を取

り替えなければなりません。私たちの愛しているほとんどのものは復活する前に死ななけ

ればならないのです。 
 
イスラエルを煩わす者 
 



『これはおまえか。イスラエルを煩わすもの』（１列王記 18 章 17 節）教会を煩わすものは

あなたですか？バプテスト連合を煩わすものはあなたですか？アッセンブリーズ・オブ・

ゴッドを煩わすものはあなたですか？ 
 

 エキュメニズム（キリスト教統一運動）や、「神の国はいまここに（Kingdom Now）」

、「繁栄の信仰（Faith Prosperity）」、「名を挙げて要求すること（Name It and Claim 

It）」などに対して、立ち上がって反対している者！ 
 目的に導かれたキリスト教に立ち上がって反対している者！ 
 お客様向けの教会（傷付けないように罪を指摘しない教会）に立ち上がって反対して

いる者！ 
 イスラエルを煩わす者！ 

 
エリヤはこれらのことを言われたのであって、もし、雨を降らせたいなら、あなたもこれ

らのことを言われるのです。 
 
次に彼らはカルメル山に行きます。そこでイゼベルと対立が起こります。それは偽りの宗

教の霊との争いであり、ローマ・カトリック、エキュメニズム、イスラム、同性愛、不品

行、教会内にあるキリスト教のふりをした心理学、中絶やニューエイジなどに対しての争

いです。そこには対立があり、その対立の中で勝利を得るのは、ツァレファテにおいてき

よめられた者です。 
 
私たちが今日“カリスマ派的な礼拝”と呼ぶものの大半は、騒がしく、わめき散らし、狂

乱状態になり、熱狂しているものであって、カルメル山にいたエリヤよりも、バアルの祭

司たちによく似ています。注目すべきなのは、彼らはそれがうまくいくと思い、答えが得

られると考えていたということです。 
 
※編集者注 
（ジェイコブはここで、トロント（カナダ）やペンサコーラ（アメリカ）などの賛美礼拝

において一般的に見られた動物のまねや体が震えること、自制を欠くことなどを語ってい

ます。この現象は世界中に広がり、西洋のカリスマ派教会において顕著になりました。こ

れらのものは“トロント・ブレッシング”といって、世界中で人気を得ているテレビを使

った礼拝の中で、ロドニー・ハワード・ブラウン、ケネス・コープランド、ベニー・ヒン

などが勧めた“笑いのリバイバル”というものから由来しています。最近ではそれはフロ

リダ・レイクランドのリバイバルで暴力という形をもって現われました。その“リバイバ

ル”の指導者であったトッド・ベントリーは“御霊によって”人々を実際足で蹴りました。

それが世界中の主要なカリスマ派の指導者たちによって支持されていたにも関わらず、ト



ッド・ベントリーは結局、姦淫と離婚の不祥事に陥り、リバイバルは突然終焉を迎えたの

です） 
  
今日、エキュメニズムや“神の国は今ここに”という教理、再建主義に陥っている兄弟た

ちは非聖書的で間違った危険な教理、偽りと起こるはずのない預言を信じています。しか

し、そこに対立は生じ、人々はだれが真実の預言者であるかを理解します。 
 
雨雲 
 
それは小さなことから始まります。最初は何も起こらないかのように見えます。「どこに

あるのですか？」と言いたくなるようなものです。 
 
バアルの祭司たちはみな大言壮語を言い、横柄であり、声を大きく上げ、偽りの者たちで

した。しかし、神はそのような方法では働かれません。小さなことから始めるのです。人

の手のひらほどの小さな雲が海から上ってきました。いつもそのように始まります。しか

しそれはすぐ大きくなり、雨雲は空を覆いつくすほどになります。稲妻が光り、神の霊は

注がれます。そして、どしゃぶりの激しい大雨となるのです。 
 
自分の責任 
 
西洋のキリスト教の衰退を止めるのに簡単な方法はありません。あまりにも長い間ひどい

ものだったからです。私たちは自分たちのリーダーたちに裏切られてきました。この世の

すべての計画、ごまかし、策略はたましいの収穫をもたらすことはありません。雨が必要

なのです。しかしそれは止まってしまいました。 
 
どうしてなのでしょうか？社会の罪の影響も部分的にはありますが、主に教会の罪が原因

です。そして、教会に悔い改めが起こらない限り、世の悔い改めも起こりはしません。 
 
なぜ、雨は止まってしまったのでしょうか？それは第一に、ポルノや売春業者、売春婦、

麻薬密売人、同性愛者、妊娠中絶をする人たちの責任ではありません。それは第一に、私

の責任です。なぜなら、私は真理を知っていて、そのメッセージは違いを生み出すことが

できるからです。それは私たちの責任です。西洋の教会はラオデキヤであるからです（黙

示録 3 章 17 節）。私たちがイエスよりも自分の生活、この世に頼みを置いているためです

。雨が止まったのは私の罪のためであり、あなたの罪のためです 
 
雨を降らせる者たち 



 
雨を降らせることのできる者たちは、ケリテに行くことを恐れない――文化や団体に縛ら

れない者です。それらの者は、古い皮袋に新しいぶどう酒を入れようとしません。彼らは

神が言われたことを行い、自らの考えに頼らず、与えてくださる神に信頼するのです。 
 
それらの者はきよめられることを恐れずに、ツァレファテに向かいます。そして、自分の

愛していたものが死ななければならないことを理解し、またそれらは清くよみがえらされ

ることを知っています。それは困難なことです。しかし、どんなに困難であろうとそれを

行う者のかめの粉は尽きず、そのつぼの油はなくならないということは確かです。 
 
そして、きよめられた者はカルメルに行き、イゼベルの前――フリーメーソンや同性愛、

ローマ･カトリック、イスラムなどの偽りの宗教の前に立ちます。彼らは、バアルの預言

者の前――福音の奉仕者と自ら名乗りながら、偽りの教えに妥協している者たちの前に立

ちます。 
 
そこでは対立が生じるのです。そして、イスラエルを煩わす者が勝利を得ます。 


